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章
状
と
盾
）
を
受
け
ま
し
た
。 

式
典
は
、
全
国
退
職
者
連
合

の
人
見
一
夫
会
長
挨
拶
で
始
ま

り
、
来
賓
の
連
合
・
野
党
各
政

党
代
表
者
の
挨
拶
の
後
、
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

表
章
の
対
象
は
、
高
齢
者
で

社
会
活
動
に
参
加
し
、
功
績
の

有
っ
た
個
人
１
名
と
１
団
体
に 

 
 

 
 

 

内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
か
ら
授

与
さ
れ
る
も
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ユ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
「
社

会
参
加
活
動
事

例
」
に
対
し
て

【
団
体
章
】
が

授
与
さ
れ
た
も

の
で
す
。 

 
 

 
 

 

９
月
１
４
日
に
開
催
さ
れ

た
「
２
０
２
２
全
国
高
齢
者
集

会
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ユ

ー
ネ
ッ
ト
が
「
社
会
参
加
章
」

を
受
章
し
ま
し
た
。 

 

本
集
会
は
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
ユ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
は
代
表
と
し
て
同
会
の

溝
口
幹
事
が
出
席
し
、
表
章
（ 

【表彰を受ける溝口幹事（右）】 
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ＮＴＴ労組『札幌退職者の会』 
ホームページの会員閲覧状況 

※「近況報告」ハガキによるアンケート結果 

会員のホームページ閲覧率は約４割でした。 
ホームページは情報の宝庫ですので、下記ＵＲ

Ｌにアクセスして積極的にご利用下さい。 
「さわやか札幌」の約４年分がカラー版で毎号

登録されている他、サークル活動、訃報情報など
を見ることが出来ます。 
URL：http://www.sawayaka-sapporo.net 

 
  見ている 見てない 未記入  

男性会員 273 307 40  

女性会員 31 85 16 総合計 

合 計 304 392 56 752 

 

「
レ
ク
の
当
日
、
突
然
の
め
ま

い
で
参
加
出
来
な
か
っ
た
」
等
、

「
会
」
の
行
事
に
自
ら
の
健
康

が
起
因
し
て
参
加
出
来
な
か
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

更
に
、「
脱
会
者
が
２
７
名
と

少
な
い
数
で
は
な
い
、
魅
力
あ

る
組
織
に
！
」
と
の
ご
意
見
も

頂
き
ま
し
た
。 

高
齢
者
で
あ
る
私
た
ち
に
と

っ
て
「
健
康
」
は
、
何
よ
り
大

切
な
も
の
で
す
が
、
加
齢
に
伴

い
「
レ
ク
や
サ
ー
ク
ル
」
に
参

加
出
来
な
い
場
面
が
増
え
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
際
の
「
会
」
と
の
関
わ

り
方
に
は
何
が
あ
る
の
か
の
検

討
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

勿
論
、
各
種
共
済
や
機
関
紙

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
を
介
し
た

「
会
」
と
「
会
員
」
と
の
継
続

的
な
繋
が
り
は
従
来
に
増
し
て

重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。 因

み
に
、
昨
年
１
年
間
で
全

道
の
自
然
脱
会
・
任
意
脱
会
は

２
４
４
名
で
、
新
規
会
員
１
３

３
名
を
上
回
り
、
右
肩
上
が
り

で
推
移
し
て
き
た
会
員
数
が
初

め
て
減
（
１
１
１
名
）
に
転
じ

ま
し
た
。 

 

今
年
も
又
「
書
面
に
よ
る
定

期
総
会
」
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
総
会
議
案
に
基
づ
き
「
退

職
者
の
会
（
以
下
、「
会
」
）」
に

ハ
ガ
キ
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
質
問
は
１
０
０
件
余
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す

る
「
会
」
か
ら
の
回
答
や
見
解

は
本
紙
に
折
り
込
ん
だ
「
Ｑ
＆

Ａ
」
を
一
読
願
い
ま
す
。
な
お
、

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
中
に
は

「
会
」
の
日
頃
の
取
り
組
み
に

対
す
る
激
励
等
が
多
く
あ
り
、

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。 

で
会
員
と
連
絡
が
取
れ
な
い

状
況
が
増
え
て
い
ま
す
。 

健
康
問
題
お
よ
び
高
齢
化

に
伴
う
課
題
は
全
国
的
に
も

増
加
傾
向
で
す
。 

こ
れ
ら
の
課
題
は
従
前
か

ら
あ
り
、
抜
本
的
な
対
処
策

が
容
易
に
出
来
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、
連
絡
先
登
録
を

複
数
化
す
る
等
の
検
討
も
必

要
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。 何

れ
に
し
て
も
、「
健
康
が

第
一
」
を
「
会
」
の
取
り
組

み
の
基
本
に
据
え
な
が
ら
、

レ
ク
な
ど
魅
力
あ
る
企
画
作

り
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

※パスワードの問合せは事務局まで 
 

 
 

こ
れ
ら
頂
い
た
ご
意
見
の
中

で
、
特
に
強
く
印
象
に
残
っ
た

の
は
「
楽
し
そ
う
な
レ
ク
の
記

事
を
見
て
一
度
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
年
齢
と
共
に
歩

行
困
難
と
な
り
残
念
」
。
ま
た
、 

書
面
に
よ
る
定
期
総
会
に 

多
く
の
ご
意
見
頂
く
！ 

頂
い
た
ご
意
見
を 

次
の
活
動
に
活
か
し
た
い
！ 

会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
諸
課
題 

会長 佐野浩一 

 

現
在
、
入
院
や
施
設
入
所
等 

【
会
】
と
【
会
員
】
の
更
な
る 

つ
な
が
り
の
強
化
を
！ 

ボランティア・ユーネットが 
「社会参加活動事例」で“団体章” 

2022 全国高齢者集会で栄えある受章 

【章状と盾】 
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私
の
趣
味
の
一
つ
は
ス
キ
ー

で
す
。
退
職
後
に
Ｓ
Ａ
Ｊ
ス
キ

ー
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
、

い
く
つ
か
の
ス
キ
ー
場
で
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
指
導
す

る
傍
ら
、
個
人
と
し
て
は
山
岳

な
ど
の
深
雪
斜
面
で
ス
キ
ー
滑

降
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

       
    

 

【パウダースノーでのスキー滑降】 

感
覚
に
な
り
ま
す
。 

 

山
岳
ス
キ
ー
で
は
、
深
雪
用

の
幅
の
広
い
ス
キ
ー
で
非
常
用

装
備
を
持
っ
て
登
り
、
滑
降
時

に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
コ
ー
ス
を
確
認

し
な
が
ら
滑
り
降
り
ま
す
。 

 

今
ま
で
に
、
十
勝
岳
連
峰
・

ニ
セ
コ
連
峰
・
羊
蹄
山
な
ど
を

経
験
し
ま
し
た
。
専
門
的
な
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
に
も
何
回
か
参
加

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ル
ス
ツ
・
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
の
ス
キ
ー
場
で
も
、
整
地

さ
れ
て
い
な
い
自
然
状
態
の
深

雪
コ
ー
ス
を
滑
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
山
岳
で
は
１
回
き
り
の

滑
降
に
な
り
ま
す
が
、
ス
キ
ー

場
で
は
雪
質
こ
そ
山
岳
よ
り
も

劣
り
ま
す
が
、
リ
フ
ト
を
使
っ

て
何
回
も
深
雪
を
楽
し
む
こ
と 

    

え
苦
労
し
て
育
て
た
の
で
可
愛

さ
は
人
一
倍
で
す
。
そ
の
『
チ

ッ
チ
』
が
３
年
前
血
液
中
の
血 

 

 小
板
が
無
く
な
る
と
い
う
病
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
治
療
の
結
果

今
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
ま

し
た
。 

３
匹
い
た
頃
は
、
３
匹
で
じ
ゃ

れ
合
っ
た
り
仲
良
く
散
歩
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
代
わ

り
に
私
達
夫
婦
が
遊
び
相
手
に

な
っ
て
過
し
て
い
ま
す
。 

『
チ
ッ
チ
』
は
１
５
歳
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
の

一
員
と
し
て
元
気
に
過
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

が
出
来
ま
す
。 

ス
キ
ー
を
楽
し
ん

だ
夜
は
、
当
然
仲
間

と
の
懇
親
会
で
す
。 

 

様
々
な
人
生
経
験
を

持
っ
た
人
達
と
の
ス

キ
ー
談
議
で
夜
遅
く

ま
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。 後

期
高
齢
者
ま
で

に
は
未
だ
数
年
あ
り

ま
す
。
体
力
的
に
も

ま
だ
ま
だ
い
け
そ
う

で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康

を
維
持
し
て
「
ス
キ

ー
」
の
魅
力
と
、
も

う
一
つ
の
趣
味
で
あ

る
「
天
文
」
を
孫
た

ち
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
現
在
の
私
の
夢

で
す
。 

           

我が家のペット 

 我が家には、19 歳で札幌の大学生『穂香(ほのか)』
を筆頭に、15 歳で豊富町の中学３年生『莱人(らいと)』、
そして、13 歳で多摩市の中学１年生『恭太郎(きょうた
ろう)』と３人の孫がいます。 
 ３人とも生まれは札幌ですが親の転勤に伴い、今はそ
れぞれ離れ離れに住んでいます。 
 孫たちを含め我が家の家族全員が一同に会したのは、
３年前の私達夫婦の金婚式の時が最後です。 
 我が家の家族は皆歌うことが大好きなので、今度会っ
た時にも近くのカラオケに 
行って皆で盛り上がりたい 
とその日が来るのが待ち遠 
しくてたまりません。 
 ３人の孫たちの成長を心 
から楽しみに、そして、ひ 
孫の顔が見られるまで私達 
夫婦も健康で過していきた 
いと思います。 
  

３
年
前
の
大
病
を
乗
り
越
え
て 

辰
巳 

伸
明(

江
別
市) 

 

北
海
道
の
冬
は
低
温
の
た
め

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー(

粉
雪)

の
滑

降
を
楽
し
め
ま
す
。 

ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
は
圧

雪
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山 

岳
で
は
自
然
の
ま
ま
に
降
り
積

も
っ
た
広
々
と
し
た
斜
面
を
自

由
に
滑
り
ま
す
。
静
寂
な
樹
林 

の
中
を
雪
煙
を
あ
げ
て
滑
る
と
、

パ
ウ
ダ
ー
の
よ
う
な
粉
雪
が
顔

ま
で
舞
い
上
が
り
、
ま
る
で
雪 

の
中
を
飛
翔
し
て
い
る
よ
う
な

 
 

★３人の孫たちの成長が心からの楽しみ★ 

通称“ギーさん”と呼ばれていた高橋 義(西区) 

 

 

我
が
家
に
は
３
匹
の
ト

イ
プ
ー
ド
ル
が
い
ま
し
た

が
、
今
は
１
匹
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
名
前
は
『
チ

ッ
チ
』
、
毛
は
シ
ル
バ
ー
で

珍
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

『
チ
ッ
チ
』
は
未
熟
児
で

産
ま
れ
た
た
め
、
病
院
の
先

生
か
ら
は
人
工
保
育
は
難

し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

妻
と
二
人
で
２
４
時
間
付

き
っ
切
り
で
ミ
ル
ク
を
与 

  
 

 

【愛犬『チッチ』】 

 
ス
キ
ー
の
魅
力
を
孫
た
ち
に
も 

 

安
味 

春
幸(

清
田
区) 

  

 【孫】 
 紹 介 

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
楽
し
む
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
味 

春
幸(

清
田
区) 

【山岳の深雪斜面をパワフルに】 

 

幼
い
頃
の
孫
達 

＜お詫び＞第 205 号に掲載した「親睦パークゴルフ大会」記
事の中で［ホールインワン賞］に『木村隆さん・西区・A-４』
の掲載もれがありました。追加訂正しお詫び申し上げます。 
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『クロスワードクイズ』へのご応募ありがとうございました。「さわ
やか札幌(第２０５号)」に同封したクイズの正解は【タイフウイツカ】
でした。正解者３３０名の中から抽選の結果、下記１００名の方が
当選されましたので記念品をお送りします。〈敬称略・５０音順〉 

日
本
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中 

百
合
子(

北
区) 

朝田 久信 荒井  恒 石川  章 石橋 昭彦 

井上 敏一 猪股  剛 上田とも子 牛間  貞子 

榎本美智子 蛯子 武彦 大内 光雄 岡崎 寛勝 

小田 憲作 笠木 順子 片庭    将 片野  幸子 

加藤 民雄 金石   修 川上 礼靖 菊池由佳子 

北村 潤一 工藤   庸 工藤 泰克 久保山正文 

桑島 裕人 甲地  清 甲谷  努 越湖 貞夫 

小林 廣司 駒井 孝之 小又  清 齋藤   勝 

斎藤 正輝 斎藤 陽一 坂口 正剛 佐々木邦夫 

佐々木邦雄 佐野 敏明 柴田 俊秀 柴田 勇一 

清水 重量 清水 俊子 白瀬 康雄 杉山 保之 

鈴木 一宏 鈴木 武男 鈴木 光次 瀬川  茂 

曽根 和司 高尾 悦子 高谷 英一 高橋 忠雄 

髙橋 典男 田口 龍男 竹内 俊昭 田中  悟 

田仲  孝雄 田守 俊宏 土本   彪 寺井 雅夫 

徳原 克義 富田 則夫 永井 直人 長沼 光宏 

永峰 英雄 成瀬 一栄 鳴野  一美 西本 義弘 

布川 光雄 芳賀   宏 畑添 幸男 平田 純一 

福田 邦子 藤林 峰夫 船戸 一志 船場 忠昭 

古畑   博 逸見 美徳 柞山  隆 本田 優一 

前田 健二 前田 輝代 増子  建 増永みち子 

松居 佑子 丸山 邦彦 三上 典久 三野 裕子 

三宅喜美子 宮本美樹子 村田 憲治 森田 春男 

八重樫多美雄 安田 京子 山川 雅寛 横井 正昭 

横山 伸樹 吉田 哲夫 和田 祥一 渡部恵美子 

 

の
自
由
が
利
く
う
ち
は
無

理
を
せ
ず
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
度
第
一
回
幹
事
会
が
１
１
月
１

５
日
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

佐
野
会
長
挨
拶
、
来
賓
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
北
海
道

総
支
部
野
宮
副
委
員
長
、
須
田
道
議
の
挨
拶
に
続

き
、
第
２
４
回
定
期
総
会
議
案
の
質
問
意
見
に
つ

い
て
の
回
答
の
ほ
か
、
札
幌
退
職
者
の
会
の
運
営

体
制
、
各
専
門
委
員
会
の
構
成
と
担
務
、
及
び
年

間
計
画
、
新
年
会
開
催
の
可
否
な
ど
を
討
議
し
、

２
０
２
１
年
度
永
年
役
員
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

【
１
０
年
表
彰
】 

大
泉
廣
巳
、
村
上
克
則
、 

伊
藤
三
枝
子 

【
５
年 

表
彰
】 

佐
野
浩
一
、
大
和
田
勤
、 

井
川
公
男
、
本
間
祥
一
郎
、

金
石
修 

 

（
敬
称
略
） 

 

おめでとうございます！クロスワードクイズ 当選者 

赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
て
１
４
年
に
な
り
ま

し
た
。 

き
っ
か
け
は
、
娘
達
二
人
が
奉

仕
団
の
資
格
を
取
っ
て
活
動
し

て
い
る
場
所
ま
で
主
人
と
二
人

で
送
迎
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分

達
も
何
か
や
っ
て
み
た
く
な
り

資
格
を
取
っ
た
こ
と
で
す
。 

主
な
活
動
は
、
銭
函
海
水
浴
場

や
プ
ー
ル
で
の
大
会
の
監
視
救

護
活
動
の
他
、
各
種
講
習
会
・
勉

強
会
な
ど
で
、
忙
し
く
も
楽
し
く

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
７
月
～
８
月
に
か
け
て

銭
函
海
水
浴
場
で
の
１
か
月
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
私
達
赤

十
字
が
監
視
を
し
て
い
る
間
は
、 

お
客
様
に
事
故
も
無
く
楽
し
く 

遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、

一
時
た
り
と
も
気
を
抜
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

私
は
、
７
年
前
に
両
膝
の
手
術

を
し
ま
し
た
。.

お
陰
さ
ま
で
何
と

か
歩
け
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し

た
が
、
今
は
「
注
意
喚
起
・
迷
子

案
内
・
車
の
移
動
・
落
し
物
」
な

ど
監
視
所
内
で
の
放
送
が
主
な

仕
事
で
す
。 

又
、
手
作
り
で
団
員
の
昼
食
の

差
し
入
れ
も
し
て
い
ま
す
。
多
い

日
に
は
１
２
～
１
３
人
分
に
も

な
り
ま
す
が
、
団
員
の
皆
様
が

「
美
味
し
い
美
味
し
い
！
」
と
食

べ
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
く
て
元

気
に
な
れ
ま
す
。
又
、
毎
回
３
品

以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の

も
ボ
ケ
防
止
に
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
５
月
、
日
本
赤
十
字
か

ら
主
人
と
二
人
『
感
謝
状
』
を
頂

き
ま
し
た
。
私
達
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
認
め
ら
れ
た
の
か
な
、
と

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

が
、
そ
の
席
で
私
は
大
き
な
声

で
言
い
ま
し
た
。「
感
謝
状
よ
り

札
束
が
欲
し
い
！
」
と
。 

そ
の
場
に
い
た
全
職
員
が
大

爆
笑
だ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。（
笑
） 

こ
れ
か
ら
も
、【
身
体
】
と
【
口
】 

【私】 

★
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
★ 

第１回幹事会開催される 
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☆ 米 寿
熊谷てつ子 橘井　　信 多田  英子

☆ 喜 寿 　

本多　哲夫 高橋　守也 大野　晃司 若柳　武志 目沢　　博 石塚　正憲

清水　重量 清水　憲幸 谷井誠一郎 朝妻　修司 太田　　悟 西山　繁雄

藤江照代四 島西　艶子 田中　俊夫 石塚　一則   佐々木喜代子 松本　　智

藤木　保子 三春　昭悟 土田　　実 板橋　　拓 神　奉二郎 井原　郁子

永井　峰夫 村口　公一 川口　徹雄 須貝　仁昭 鈴木　長一 須藤　　保

米村　義明 晴山　雅隆 坪井　秀明 小泉　りえ 安田　弘子 大内　光雄

安田　征一 石井　孝雄 木村　　智 熊谷　久治 藤原　　清 小谷　惠伸

三瓶　洋司 林　　元義 吉井　邦雄 宮脇　行雄 濱野　　一 佐久間　洽

☆ 古 希
山田　和子 田村　　宏 桜庭　啓子 米野　和彦    福田　正彦　 櫻庭　三三

一戸喜久子 森田　芳正 米谷千重子 内匠　正直 塩沼　良晃 笠木　博逸

徳光　悦秋 小林　秀光 天野　尚重 長澤　文雄 折内　京子 木村　　茂

我孫子正和 冨澤　　修 坂本　富夫 新　　幸司 土谷　　勇 八代　宣彦

福原　　壽 串田　政実 矢野　　明 千葉　孝子 種田　昭弘 吉澤　誓人

山口　克志 安江　　優

【本人の訃報】
髙橋 守治さん 72歳 (白石区) 没09月27日 吉呑 忠幸さん 94歳 (西　区) 没10月04日

東方 伸隆さん 65歳(清田区) 没08月18日 斉 藤 保 さ ん 73歳 (北　区) 没07月18日

中村 康子さん 98歳 (中央区) 没10月03日 作田 伸也さん 76歳 (北広島市) 没10月21日

中島 英二さん 65歳(江別市) 没10月05日 高長 幸吉さん 80歳 (手稲区) 没2021年09月02日

菊地 伸一さん 90歳 (北　区) 没09月03日 豊田 好治さん 85歳(白石区) 没11月05日

曽我部信始郎さん 77歳(西　区) 没11月03日 野呂 昭二さん 95歳(中央区) 没11月12日

【配偶者の訃報】

今渡　紀子さん 康成様(西　区) 没10月22日

佐藤　宏人 豊平区 中島　悦子 江別市

藤澤　行雄 相馬　政雄 斎藤宏二郎 山田　　朗 栗林　敏子 一戸　邦男

井川　公男 中川　光昭 西尾　英敏 宮越　宏之 細井　好幸 多田　　正

能登　昇一 末永　武男 田仲　律二 沖　　貞一 谷　　宣広 本間　幹夫

小杉　正規 高橋　健二 阿達　孝次 竹田　哲雄 酒井　康男 池田　　洋

及川　昌子 藤田　秀樹 斎藤　　誠 小田　寛二 大内　　正 川口　忠雄

宮本　清英 太田　孝司 林　　正幸 石川冨美雄 丹野　　博 山本　　勤

嶋津　一男 山内　良晴 林　巳喜男 藤江照代四 斉藤　　聡

　　　　<お知らせ>

　　　年末年始期間の事務局連絡先　　　※緊急時のみ

◎期間　12月29日(木)～１月４日(水)
　大泉　副会長　　　携帯　090-3468-8030
　沖　事務局次長　　携帯　090-2699-7126

おめでとうございます (10月～11月生まれの方) (敬称略)

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただきありがとうございます（敬称略)

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。ご協力有難うございました。

お悔み申し上げます

新会員紹介 (敬称略)


